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　　午後三時，廣島に下車・高等師範の學生に迎えられ，直ちに高等終段へ

行き，集會所でYMの三校聯盟の諸君こ懇談晩餐・七時から高等工業校

　の講堂で，圭に學生のために天文講演をしナこ・此の機に野村，鈴木，中原

三教授に御目にかxつた・此の夜十時，京都行の列車の寝皇に入る・

　二十五日，館洛して見れば，もはや同好會総會が近づいて來てるる．フ

　ト，都ホテルへ電話をかけて見るミ，米粒から來嚇してみるクラムプ博士

が既に紳戸へ出張したミいふので，大に残念に思ひ，早速，オリエンタル

ホテルへ電話をかけたら，夜八時頃，幸ひ博士ε電話が出來て，明朝こち

　らから往訪する約束をした・（クラムプ博士εの郵亭は別頁記載の通り・）

　　　　　　　　　　米國の萩原氏より來信

　東京天文皇の萩原助教助はPtツクフエラー研究生こして米國ハーブード

大學に研平するナこめ，去る九月15日横丁を出帆するPresident　Taft號で渡

米されたが，同月24日，先づ初めての寄港地ヰクトリアに上陸，山本一一ms

教授の野冊歌を持って，同地の有名な天文塁を訪問された由である，下記

は同氏より山本教授へ迭られた手紙の一部である．

　山本先生

　ナ：S“A■・天丈台た見て峯りまし7こ・ハーバー博士iこ案内して頂きまし7こ・プラ

　スij　5台長it居られまぜんでしナこ・ハーバー氏は「山本さんによろしく」亡言って

　ゐられまし字こ・いろいろ御世話になりまけここぜ有り難う御座います・厚く御禮

　申します・

　船に夜明けに着きまし索ので，朝食後，早々酒乱車で塗りましすご・ちょうごハ

　ーバー搏士が出られ7こtころなので，三十分ほこ見ゼて蹟きました・ご時間足ら

　すで全部たすま一。！まし7：・貝尽暗ですが，これからすぐ出帆してシャトルに向い

　ます・

　何卒御大切に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萩　原　雄　祐
　　九月24日

　ちなみに，同氏はハーゾード大恥の撒學教授バーコフ氏（「天界」第85號

第186頁にバーコフ氏來朝當時の記事あり）の所で，天迫力學を研究せら

れる筈である，


